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東日本旅客鉄道株式会社 

株式会社えきまちエナジークリエイト 

株式会社ジェイアール東日本物流 

水素・バイオガス・多様な再生可能エネルギーを活用した 

ヒト・街・地球に優しいまちづくりTAKANAWA GATEWAY CITY

「株式会社えきまちエナジークリエイト」は、先進的な環境・エネルギー技術を取り入れたまちづ

くりの実現に向けて、需給一体のエネルギーマネジメントに取り組みます。多様な再生可能エネル

ギーや、将来の水素社会の実現に向けた燃料電池及び食品廃棄物由来のバイオガスシステムを活用

します。 

また、「株式会社ジェイアール東日本物流」は、物流サービスにおける地球環境配慮への取り組み

とフレキシブルなロジスティクスの両立に取り組んでいます。 

両社の取り組みにより、「TAKANAWA GATEWAY CITY」は街の活動そのものが、ヒト・街・地球

に優しいサステナブルなまちづくりを推進していきます。 

⚫ 東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR東日本」）と株式会社えきまちエナジークリエイト、株式

会社ジェイアール東日本物流は、2025年3月下旬にまちびらきを迎える「TAKANAWA

GATEWAY CITY」において、約10haにおよぶ街全体で、水素・バイオガス・多様な再生可能

エネルギーを活用し、100年先の心豊かなくらしに向けたヒト・街・地球に優しいサステナブ

ルなまちづくりを推進し、グループ一体でエリアの魅力・価値向上と地球益実現に取り組み

ます。

⚫ TAKANAWA GATEWAY CITYは、JR東日本グループが取り組む環境長期目標「ゼロカーボン・

チャレンジ2050」の先導プロジェクトとして、2025年3月まちびらき時から街が提供する

さまざまなサービスで使用するエネルギー全体でCO₂排出量「実質ゼロ」を目指します。

また、水素利活用や、廃棄物を「資源」として利活用するサーキュラーエコノミーに取り組

み、街の活動そのものが地球益につながる未来を目指します。



ゼロカーボンでサステナブルな街の実現に向けた取り組み 

（1）CO₂排出量「実質ゼロ」を実現する街の環境エネルギー施策 

省エネ・創エネ・エネルギーマネジメントの仕組みの実装と再生可能エネルギー証書の活用等に

より、使用する電力を実質再生可能エネルギー由来とし、2025年3月まちびらき時から街が提供す

るさまざまなサービスで使用するエネルギー全体でCO₂排出量「実質ゼロ」を目指します。 

① エネルギーマネジメント 

 THE LINKPILLAR 2地下の地域冷暖房施設に、国内最大級の蓄熱槽を導入することで、効率の

高いエネルギー供給を実現するとともに、災害時に蓄熱槽の水を非常用水(一時滞在施設等のト

イレ用水や消防用水など)として使用し、生活者や地域のBCP1に貢献します。また、建物内エリ

アをゾーン別に細分化して空調設備を運転制御する「デマンドレスポンス・ゾーン別空調管理シ

ステム2」により、快適性と街全体で高度かつ最適なエネルギー利用の両立を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 水素利活用 

TAKANAWA GATEWAY CITYでは、環境に優しい水素社会の実現を目指して、街をご利用い

ただくモビリティや、街の後方を支える物流など、様々な場面で水素利活用に取り組みます。

将来的には、水素由来の電気や熱エネルギーを街の中へ供給することで、水素が基幹エネル

ギーの１つとなる未来を目指します。 

⚫ 高輪ゲートウェイ駅構内に水素燃料電池システムを設置 

2025年3月に、高輪ゲートウェイ駅に水素燃料電池システムを設置します。これにより、

再生可能エネルギー由来の水素を活用した環境に優しい次世代モビリティによる快適な

移動体験をお楽しみいただけます。また将来的には、街の中で再生可能エネルギーにより

水素を製造することを検討し、さらなる水素利活用を目指します。 

 

1 事業継続計画（Business Continuity Plan）の略。「災害時に重要業務が中断しない」または、「重要業務が中断したとしても目標時間

内に再開する」ことで「取引の他社流出」、「シェアの低下」、「企業評価の低下」などへの防止対策。 

2 株式会社えきまちエナジークリエイトと東京ガス株式会社が共同で発明し、 2022 年 8 月特許登録済。 

※上記イメージは将来構想 



⚫ 環境に配慮した次世代型物流プラットフォームの構築 

環境への配慮とIoTを活用したフレキシブルなロジスティクスを実現する次世代型物流プ

ラットフォームを構築していきます。2025年3月のまちびらきに向けて、まずは2024年6

月に外部デポ（小型物流拠点）を平和島（東京都大田区）に整備しました。外部デポを活

用した「集約型館内キャリー」では、域外からの荷物を一度外部デポに集約し、そこから

効率的に街の中に配送を行います。さらに街の中への配送に、FC（燃料電池）トラック3

を活用します。これにより、配送の合理化・車両流入台数削減による周辺渋滞緩和やCO₂

排出削減など、環境に配慮したまちづくりに貢献していきます。 

 

（2）サーキュラーエコノミーの実現 

 街で行われる事業活動から発生する廃棄物や資源をリサイクルし、街で有効活用するサーキュラ

ーエコノミーに取り組みます。 

⚫ 東日本エリア初のビルイン型バイオガス設備 

 街全体でCO₂排出量「実質ゼロ」を目指すとともに、廃棄物を資源として再利用するサー

キュラーエコノミーにも取り組みます。その一環として、街の中に東日本エリア初のビル

イン型バイオガス設備を2025年3月に設置します。街の商業施設の飲食店等から出る食品

残渣を資源として再利用し、発酵させてガス化することで食品廃棄物の約７割の減量を

見込むとともに、生成されたガスを燃料としてビル内のバイオガスボイラーを使用し、ホ

テルの給湯における約10%の熱を賄います。 

 

上記のほか、街から排出されたCO₂を回収し、街のくらしの中での有効利用も検討しています。 

これらの取組みをさらに発展させ、TAKANAWA GATEWAY CITYの街の活動そのものが、ヒト・街・

地球に優しく、来街者やオフィスワーカー、近隣にお住いの方にも無理なく、楽しんで参加いただき

ながら地球益に向けて取り組める環境先導型のまちづくりを実現していきます。 

 

参考：2020年10月8日発表 JR 東日本グループは 2050 年度の CO₂排出量「ゼロ」を目指します 

https://www.jreast.co.jp/press/2020/20201008_ho01.pdf 

 

3 エネルギーマネジメントシステムの構築・社会実装（以下 本社会実装）にパートナー企業として参画。 本社会実装は、一部を国立研

究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の 助成事業「グリーンイノベーション基金事業／スマートモビリティ社会

の構築」として実施します。NEDO より交付決定を受けた CJPT からの業務委託により、導入した FC 小型トラックを活用します。 

※上記イメージは将来構想 

https://www.jreast.co.jp/press/2020/20201008_ho01.pdf


【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタニカルルーフトップ（イメージ） 駅前広場（イメージ） 文化創造棟（仮称） 

＜「TAKANAWA GATEWAY CITY」のまちづくり概要＞ 

品川開発プロジェクトの一環として、江戸の玄関口としての役割を担った歴史的背景および国内初の鉄

道が走った地におけるイノベーションの記憶を継承し、開発コンセプトに「Global Gateway」を掲げ、「100

年先の心豊かなくらしのための実験場」として新たなビジネス・文化が生まれ続けるまちづくりに取り組

んでいます。 

THE LINKPILLAR 1および高輪ゲートウェイ駅周辺エリアを2024年度末（2025年3月下旬）に開業し、

その他の棟（THE LINKPILLAR 2・文化創造棟（仮称）・TAKANAWA GATEWAY CITY RESIDENCE）およ

び各棟周辺エリアを2025年度中に開業します。 

今後も続く品川駅周辺エリア（品川駅北口駅改良・品川駅街区）のまちづくりと一体となった価値向上

に向けて、品川開発プロジェクトを推進していきます。 

公式ウェブサイト（https://www.takanawagateway-city.com） 

 

https://www.takanawagateway-city.com/



